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記
念
事
業
を
締
め
く
く
る
新
春
講
演
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　瀬
古
利
彦
氏
と
坂
本
広
行
宮
司
が
登
壇

　
２
月
４
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
て
、
盛
岡
法
人
会
の
新
春
講
演
会
が
147
名
（
う
ち
一
般
市
民
29
名
）

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
講
演
会
に
先
立
ち
、
淺
沼
晃
会
長
が
昨
年
の
振
り
返
り
と
午
年
で
あ
る
今
年
が
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
に
と
願

い
を
込
め
て
挨
拶
を
さ
れ
た
。
昨
年
６
月
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
笠
井
信
輔
氏
の
講
演
会
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
、
創
立
70
周
年
社
団
化

50
周
年
記
念
事
業
の
記
念
講
演
会
の
第
３
弾
。
前
回
は
、
大
阪
大
学
特
任
教
授
・
薮
中
三
十
二
氏
に
よ
る
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に
つ
い

て
だ
っ
た
が
、
今
回
の
第
一
部
は
マ
ラ
ソ
ン
指
導
者
・
解
説
者
の
瀬
古
利
彦
氏
が
日
本
の
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演
、
第

二
部
は
櫻
山
神
社
宮
司
・
坂
本
広
行
氏
に
よ
る
干
支
に
ま
つ
わ
る
話
で
、
会
場
は
終
始
、
明
る
く
新
春
ら
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
講
演
会
に
続
き
、
女
性
部
会
主
催
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ

れ
た
。
そ
の
後
の
新
年
交
賀
会
で
は
、
盛
岡
法
人
会
創
立
70
周
年
社
団
法
人
化
50
周
年
記
念
事
業
の
実
行
委
員
長
の
藤
村
吉
隆
氏
が
乾
杯
の
挨

拶
に
先
立
ち
、
周
年
事
業
が
終
了
す
る
こ
と
の
報
告
と
御
礼
を
述
べ
た
。

心
で
走
る 

〜
箱
根
駅
伝
の
エ
ー
ス
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
リ
ー
ダ
ー
へ
〜

㈱
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
　
フ
ェ
ロ
ー

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
瀬
古
　
利
彦…

氏

【第一部】

講師　瀬古　利彦 氏

　
今
年
の
新
春
講
演
会
は
、
元
マ
ラ
ソ
ン
選

手
・
瀬
古
利
彦
氏
が
「
心
で
走
る 

〜
箱
根

駅
伝
の
エ
ー
ス
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
リ
ー
ダ
ー

へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
夢
を
追
い
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
熱
く
語
っ
た
。
時
期
的
に
第
１

０
２
回
箱
根
駅
伝
で
青
山
学
院
大
学
が
２
度

目
の
３
連
覇
を
果
た
し
た
こ
と
も
あ
り
、
マ

ラ
ソ
ン
シ
ス
テ
ム
の
改
革
や
強
化
、
若
い
世

新
春
講
演
会

代
と
の
人
間
関
係
の
構
築
に
も
触
れ
た
。

　
瀬
古
氏
と
い
え
ば
、現
役
時
代
、ス
ト
イ
ッ

ク
な
姿
勢
か
ら「
走
る
修
行
僧
」と
称
さ
れ
、

双
子
の
宗
茂
・
猛
兄
弟
と
と
も
に
日
本
の
マ

ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
第
一
人
者
。
国

内
外
で
15
戦
10
勝
と
圧
倒
的
な
戦
績
を
残

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
と
し
て
モ
ス

ク
ワ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ソ
ウ
ル
と
３
度
に

わ
た
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
瀬
古
氏
が
陸
上
競
技
（
中
距
離
）
を
始
め

た
の
が
高
校
時
代
、
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
の

は
早
稲
田
大
学
で
恩
師
・
中
村
清
監
督
に
勧

め
ら
れ
て
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
中
村
監
督

と
の
出
会
い
は
強
烈
だ
っ
た
ら
し
い
。

　「
入
学
し
た
ば
か
り
の
私
た
ち
学
生
の
前

新年交賀会挨拶
藤村吉隆実行委員長 

新年交賀会乾杯
齋清貴盛岡税務署長
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午
年
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ

�

盛
岡
城
址
鎮
座
　櫻
山
神
社
　宮
司
　坂
本
　広
行 

氏

【第二部】　
第
二
部
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
櫻

山
神
社
宮
司
・
坂
本
広
行
氏
に
よ
る
そ
の
年

の
干
支
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
。
今
年
は
60

年
に
一
度
の
「
丙
午
」
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
興
味
深
い
話
の
連
続
と
な
っ
た
。

　
丙
午
は
干
支
の
組
み
合
わ
せ
の
43
番
目
に

あ
た
り
、「
丙
」
も
「
午
」
も
「
陽
の
火
」

を
意
味
し
、
火
が
重
な
る
こ
と
か
ら
激
し
さ

の
象
徴
と
さ
れ
、
情
熱
と
行
動
力
で
進
む
活

気
の
あ
る
年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特

に
迷
信
も
多
く
、そ
の
一
因
と
な
っ
た
の
が
、

講師　坂本　広行 氏

江
戸
時
代
に
あ
っ
た
八
百
屋
お
七
の
振
袖
火

事
。
そ
の
た
め
「
丙
午
の
女
性
は
気
性
が
荒

い
」
と
い
う
俗
信
が
広
ま
り
、
そ
の
影
響
は

明
治
以
降
も
続
き
、実
際
に
１
９
０
６
年（
明

治
39
）、
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
の
出
生

率
が
減
少
し
て
い
る
。

　
南
部
盛
岡
藩
は
、
馬
（
午
）
と
の
縁
が
深

い
と
い
う
。
馬
産
地
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

平
安
時
代
か
ら
絵
馬
が
多
く
奉
納
さ
れ
て
い

メ
ー
ト
ル
を
８
本
走
る
な
ら
自
分
は
10
本
走

る
。
こ
れ
を
続
け
て
１
年
後
に
ボ
ス
ト
ン
マ

ラ
ソ
ン
で
優
勝
で
す
」

　
こ
れ
は
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
計
画

的
に
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
に
も
通
じ
る
だ

ろ
う
。
瀬
古
氏
は
引
退
後
、
指
導
者
と
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
て
い
る
。
そ
し

　
さ
ら
に
「
お
ま
え
た
ち
が
ト
ッ
プ
に
な
れ

る
な
ら
、
雑
草
で
も
食
べ
る
」
と
言
い
放
っ

た
と
い
う
。
中
村
監
督
の
真
摯
さ
に
惹
か
れ

た
瀬
古
氏
は
、
中
村
監
督
と
世
界
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
。
練
習
か
ら
食
生
活
ま
で
管

理
さ
れ
る
こ
と
が
嫌
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
中
村
監
督
か
ら
教
わ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
た
め
、我
慢
も
で
き
た
。そ
の
と
き
、

瀬
古
氏
が
気
づ
い
た
の
は
「
心
で
走
る
」
こ

と
と
「
継
続
は
力
な
り
」
で
あ
る
。

　「
諦
め
て
は
ダ
メ
、
諦
め
な
か
っ
た
ら
、

必
ず
い
い
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
井
戸
を
掘

る
。
５
メ
ー
ト
ル
、
10
メ
ー
ト
ル
と
掘
っ
て

も
水
が
出
な
い
か
ら
と
諦
め
て
は
ダ
メ
。
あ

と
５
セ
ン
チ
掘
れ
ば
、
水
が
出
る
か
も
し
れ

な
い
だ
か
ら
」
と
、
諦
め
ず
に
練
習
を
す
る

こ
と
が
成
果
に
つ
な
が
る
と
話
し
、「
泥
臭

い
こ
と
を
無
駄
に
思
わ
ず
に
続
け
て
い
く
こ

と
」
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。
こ
れ
を
実
践

し
た
の
が
、
県
庁
職
員
で
市
民
ラ
ン
ナ
ー

だ
っ
た
川
内
優
輝
選
手
だ
と
い
う
。

　「
ほ
か
の
選
手
が
練
習
で
１
０
０
キ
ロ
を

走
る
な
ら
自
分
は
１
０
１
キ
ロ
、
５
０
０
０

て
、
数
多
く
の
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
を
見
て
き

た
。
そ
の
経
験
か
ら
恩
師
・
中
村
監
督
、
青

山
学
院
大
学
の
原
監
督
、
駒
澤
大
学
の
大
八

木
前
監
督
の
よ
う
に
選
手
の
た
め
だ
け
を
考

え
て
自
ら
も
努
力
す
る
指
導
者
に
は
、
選
手

も
そ
の
親
も
つ
い
て
い
き
、
レ
ー
ス
で
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

で
『
い
ま
の
早
稲

田
が
弱
い
の
は
学

生
の
責
任
で
は
な

い
。
O
Ｂ
が
悪
い

か
ら
だ
。
私
が
代

表
で
謝
る
』
と
、

自
分
の
平
手
で
自

分
の
顔
を
殴
り
始

め
た
の
で
す
」

る
ほ
か
、
道
端
に

馬
頭
観
音
が
残
っ

て
い
る
こ
と
、
オ

シ
ラ
サ
マ
の
伝

承
、
チ
ャ
グ
チ
ャ

グ
馬
コ
、
南
部
曲

が
り
家
か
ら
も
、

馬
を
大
切
に
し
て

き
た
の
か
が
わ
か

る
。

　
最
後
に
坂
本
氏
は
「
丙
午
は
強
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
変
化
の
年
と
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
健
康
、
平
安
、
息
災
、
弥
栄

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と
締
め
、
供
え

ら
れ
た
祭
壇
に
向
か
い
、
参
加
者
一
同
と
共

に
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
拝
礼
を
行
っ
た
。

参加者礼拝

　「
選
手
ひ
と
り
で
は
が
ん
ば
れ
な
い
の
で

す
。一
緒
に
が
ん
ば
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、

選
手
も
努
力
し
よ
う
と
前
向
き
に
な
る
の
で

す
」
と
も
話
し
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
る
人
を
支
え
て
い
る
指
導
者
や
家

族
、
ま
た
経
営
者
に
も
通
じ
る
、
意
義
の
あ

る
講
演
だ
っ
た
。
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令和7年度「税に関する絵はがきコンクール」表彰式
女性部会
主催

　
２
月
４
日
、「
新
春
講
演
会
」
に
あ

わ
せ
て
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
は
盛
岡
法
人
会
女
性
部
会

が
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
盛
岡

地
区
の
小
学
６
年
生
５
７
５
人
が
応

募
。
こ
れ
は
昨
年
の
１
２
５
％
増
で
過

去
最
高
の
応
募
者
数
と
な
り
、
当
コ
ン

ク
ー
ル
と
税
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。

　
表
彰
に
先
立
ち
、
池
野
環
女
性
部
会

長
は
、「
税
金
が
生
活
を
守
る
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
、
笑
顔

の
た
め
に
使
わ
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
感
じ
ら
れ
、
ど
の
作
品
も
未
来
を

よ
り
良
く
し
よ
う
と
い
う
力
強
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
講

評
。
受
賞
者
20
人
（
う
ち
１
名
欠
席
）

に
は
、
壇
上
で
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
た
。

　
岩
手
県
法
人
会
連
合
会
会
長
賞
を
受

テレビ局のインタビューに
応じる及川さん

盛岡市立仙北小学校　及川花穂さん

岩手県法人会連合会会長賞

矢巾町立徳田小学校　熊谷心海さん

岩手県女連協会長賞

盛岡市立大慈寺小学校　八重樫花さん

盛岡法人会会長賞

岩手県法人会連合会会長賞 受賞作品

入賞作品は、盛岡法人会ホーム
ページで紹介しています。

賞
し
た
盛
岡
市
立
仙
北
小
学
校
の
及お

い
か
わ川

花か

ほ穂
さ
ん
の
作
品
は
、
円
型
の
道
路
上

に
病
院
や
救
急
車
な
ど
を
描
い
た
も

の
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
及

川
さ
ん
は
、
絵
に
「
税
に
よ
っ
て
勉
強

で
き
る
環
境
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
こ
と

に
感
謝
を
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
日
本

全
体
が
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
た
」
と
話
し
、「
少
子
化
・

高
齢
化
は
進
む
な
か
で
、
未
来
を
支
え

る
た
め
に
今
は
し
っ
か
り
と
勉
強
し
、

将
来
は
納
税
し
て
自
分
た
ち
の
責
任
を

果
た
し
た
い
」
と
締
め
る
と
、
会
場
内

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

【盛岡地区関係】
入賞区分 氏　名 学校名 学年

岩手県法人会連合会会長賞 及　川　花　穂 盛岡市立仙北小学校 ６年
岩手県法人会連合会女性部会連絡協議会会長賞 熊 谷 心 海 矢巾町立徳田小学校 ６年
盛岡法人会会長賞 八重樫 花 盛岡市立大慈寺小学校 ６年
盛岡法人会女性部会長賞 藤　村　のどか 盛岡市立大慈寺小学校 ６年
盛岡税務署長賞 櫻 糀 真 子 矢巾町立煙山小学校 ６年
盛岡地区租税教育推進協議会会長賞 土井尻　千　紗 盛岡市立上田小学校 ６年
岩手日報社長賞 川 村 姫 子 盛岡市立土淵小学校 ６年
学校奨励賞 伊 藤 怜 叶 盛岡市立大慈寺小学校 ６年
学校奨励賞 千 葉 愛 来 盛岡市立仙北小学校 ６年
学校奨励賞 八重畑　未　咲 紫波町立紫波東小学校 ６年
入選 岩 舘 奈 央 盛岡市立仙北小学校 ６年
入選 嶋　田　進次郎 盛岡市立仙北小学校 ６年
入選 吉 田 幸 聖 盛岡市立仙北小学校 ６年
入選 兼 平 望 羽 矢巾町立煙山小学校 ６年
入選 田 村 若 夏 盛岡市立城南小学校 ６年
入選 渡 邉　　 晏 盛岡市立上田小学校 ６年
入選 山 下 芽 希 滝沢市立鵜飼小学校 ６年
入選 細 野 紗 代 盛岡市立桜城小学校 ６年
入選 内 舘 真 有 盛岡市立太田小学校 ６年
入選 阿 部 咲 姫 矢巾町立矢巾東小学校 ６年
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Vol.8

国
立
大
学
の
予
算
は
ご
み
処
理
費
の
半
分
以
下
！？ 

ご
み
の
少
な
い
自
治
体
ベ
ス
ト
10

食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
井
出
　
留
美

できることから始めてみよう！

　
お
住
ま
い
の
自
治
体
が
、
ど
れ
く
ら
い
の

量
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
か
、
調
べ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　
環
境
省
が
、
毎
年
３
月
末
に
、
一
般
廃
棄

物
の
排
出
及
び
処
理
状
況
に
つ
い
て
発
表
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
は
年
間
２
兆
２
９

１
２
億
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
金
は
、
私
た
ち
が
働
い
て
納
め
た
税

金
で
す
。

　
先
日
、
築
地
本
願
寺
で
食
品
ロ
ス
の
講
演

を
し
た
と
き
、
講
演
終
了
後
に
国
立
大
学
名

誉
教
授
の
方
が
名
刺
交
換
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
方
は
「
国
立
大
学
の
予
算
は
い
く

ら
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
私
に
質
問
し

ま
し
た
。
知
ら
な
い
と
答
え
る
と
「
先
ほ
ど

の
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
税
金
の
半
分
以
下

【
筆
者
紹
介
】
井
出
留
美
︵
い
で
・
る
み
︶
　

奈
良
女
子
大
学
食
物
学
科
卒
、博
士（
栄
養
学

／
女
子
栄
養
大
学
大
学
院
）、
修
士（
農
学
／

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
）。

ラ
イ
オ
ン
、青
年
海
外
協
力
隊（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、

日
本
ケ
ロ
ッ
グ
広
報
室
長
等
歴
任
。
東
日
本

大
震
災
食
料
支
援
で
の
廃
棄
に
衝
撃
を
受

け
、㈱ｏｆｆｉｃｅ ３．１１

を
設
立
。
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
法
成
立
に
協
力
し
た
。『
賞
味
期
限

の
ウ
ソ
』（
幻
冬
舎
新
書
）、『
捨
て
な
い
パ
ン

屋
の
挑
戦
』（
あ
か
ね
書
房
）な
ど
著
書
多
数
。

で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
帰
っ
て

か
ら
調
べ
て
み
る
と
、
国
立
８６
大
学
へ
の
運

営
費
交
付
金
は
２
０
２
４
年
度
で
約
１
兆
５

２
６
億
円
、
研
究
機
構
も
含
め
た
９０
法
人
に

は
約
１
兆
１
４
２
２
億
円
で
、
確
か
に
年
間

ご
み
処
理
費
の
半
分
以
下
で
し
た
。
現
在
と

将
来
の
投
資
で
あ
る
大
学
教
育
の
予
算
が
、

ご
み
処
理
費
の
半
分
以
下
と
い
う
こ
と
に
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
ご
み
を
減

ら
せ
ば
、
そ
の
分
、
節
約
で
き
た
税
金
を
教

育
や
福
祉
、
医
療
、
雇
用
な
ど
、
有
用
な
こ

と
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
ご
み
を
減
ら
せ
る
の

か
。
こ
こ
で
肝
心
な
の
が
、
食
品
ロ
ス
を
含

む
「
生
ご
み
」
で
す
。
生
ご
み
は
重
さ
の

８０
％
以
上
が
水
。
重
く
て
燃
え
に
く
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ス
ト
を
費
や
し
ま
す
。
世
界

の
焼
却
所
の
う
ち
半
分
以
上
が
あ
る
日
本
で

は
ご
み
焼
却
率
が
８０
％
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
。
食
品
ロ
ス
や
生
ご
み

を
減
ら
せ
ば
、
あ
る
い
は
乾
燥
さ
せ
れ
ば
、

圧
倒
的
に
ご
み
量
は
減
る
の
で
す
。

　
以
下
に
示
し
た
３
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
１
人

１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
が
少
な
い
自
治

体
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
人
口

区
分
別
に
「
５０
万
人
以
上
」「
１０
万
人
以
上

５０
万
人
未
満
」「
１０
万
人
未
満
」
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
が
少
な
い
自
治
体
は
、
生

ご
み
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
住
民
自
身
で
コ

ン
ポ
ス
ト
（
堆
肥
）
に
し
た
り
、
乾
燥
さ
せ

た
り
、
水
き
り
し
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
人
口
１０
万

人
未
満
の
区
分
で
１
位
と
２
位
に
な
っ
て
い

る
長
野
県
の
南
牧
村
と
川
上
村
は
、
自
治
体

が
生
ご
み
を
集
め
て
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
、

住
民
自
身
が
堆
肥
化
す
る
な
ど
し
て
処
理
し

て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

こ
と
。

　「
分
け
れ
ば
資
源
　
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」

　
貴
重
な
税
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

も
食
品
ロ
ス
や
生
ご
み
を
減
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

（グラフ制作：Hitomi Kawafuchi）
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青年部会会員の声

盛岡法人会会員である企業であれば、５０ 歳以下の従業員の方も青年部会に入会できます。
個人の成長の機会や、人脈づくりなど、ぜひ青年部会へのご入会をお願いいたします。

研修委員会委員　井筒洋二朗　
アルファクラブ東北㈱葬祭部さがみ典礼
青年部会では、仲間と楽しく学び、つながり
を広げています。研修会や社会貢献活動を通
して、笑顔あふれる時間の中でともに成長で
きます。新しい出会いと体験を、ぜひ一緒に
楽しみましょう。

研修委員会委員　滝野克　
ライフトラスト㈱　常務取締役
青年部会では、税に関する知識を体系的に学
べるほか、多彩な研修を通じて見識を高める
ことができます。さらに、経営者同士の情報
交換により、実務に直結する学びを得られる
貴重な場です。

厚生委員会委員長　川崎奈々子　
大同生命保険㈱きた東北支社盛岡営業部　営業推進員
中学生への租税教室では私たちが思い付かな
いような自由で面白い意見を聞くことができた
り、先生気分で可愛い未来の納税仲間と新鮮
な時間を過ごしています。法人会青年部会は
学びがあり地域貢献もできる楽しい場所です。

研修委員会副委員長　浅沼智之　
㈱みらい測量　代表取締役
士業法人を経営している者として、自分の専
門の土地家屋調査士の実務だけでなく、税務
や経営を学べる法人会青年部は非常に貴重な
存在です。行政の動きを直接知ることができ、
毎回多くの気づきがあります。

部会員募集中

6もりおか通信 2026・4

青年部会活動報告
令和7年度第2回研修会令和7年度第2回研修会

「昨今の熊事情・狩猟免許制度について」
開催日：令和8年2月17日　　会場：アートホテル盛岡

　今回、令和 ７年度第二回研修会を「昨今の熊事情・狩猟免許制度について」と題し、去る令和 8年 ２
月 １７ 日アートホテル盛岡で開催いたしました。
　講師に、花巻市猟友会東支部長の佐々木貴世子氏をお招きし、熊が街なかに出没したことで経済状況
にも影響しつつあり、私たちの心配や関心が高まる中、面白くかつ楽しく熊や猟友会についてお話頂き、
あっという間の時間を過ごしました。
　講師の佐々木氏が狩猟免許を取得した後、とにかく楽しく山へ向かう姿勢に、頼もしさや驚きとワク
ワク感まで感じるお話から始まりました。
　その中で、特に印象的だったのは、狩猟が単なる「動物獲り」ではなく、地域の安全を守り、命のバ
トンを繋ぐ「高度なプロの仕事」であるという点でした。
　厳しい試験や警察の審査をクリアした狩猟者は、いわば「地域社会から信頼を公認されたプロ」であ
り、またクマ被害の増加は、里山の変化という社会全体の課題だということにも気づきました。狩猟者
はその最前線で、環境を守る使命（自然と人間との境界線を守る重要な役割）を担っているのです。
　その中でも、命を価値に変えるということが、大切な考え方でした。適切に処理されたジビエは、感
謝と共に頂く最高のおいしい資源であり、衛生管理に関しては、特にも厳しい法の下管理され、併せて
それを調理する技術が、その価値を支えていました。これは、単に熊に対して「怖い」ということだけ
ではなく、私たちが何らかの形で共存をしていかなければいけないということです。
　今回のお話は、「究極の三方良し」だと感じました。地域の困りごとを解決し（地域良し）、命を無駄
にせず価値を生み（社会良し）、専門技術で信頼を築く（自分良し）。地域の方々との信頼関係や、緻密
なルール遵守といった「目に見えない誠実さ」こそが、活動の根幹であることを学びま
した。
　青年部の中からは、業務の関係で山に入らざるを得ない仕事をしているが、従業員が
なかなか行きたがらない、実際自分自身も行くのが怖い、どう対応したらよいか、など

講師　佐々木貴世子 氏

大泉部会長

当日の参加人数は 40 名

皆さん真剣に拝聴していました集合写真

の質問が出るなど、活発
な質疑の時間もありまし
た。なかなか対峙してし
まったら動けなくなって
しまうのは致し方ないと
思いますが、恐怖で日常
の社会活動がストップし
てしまわないよう、私た
ちも正しい知識をもっ
て、熊と共存していかな
ければいけないと改めて
感じさせてもらえる貴重
な機会でした。
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セミナーのご案内
新入社員から若手社員向け

しっかり身につく！ビジネスマナー基礎講座
令和 8 年 4 月 23 日（木）13：30～16：30

講師：内山　美香　氏（voice forward 株式会社　代表取締役）

講座内容
・ ビジネスパーソンへのシフトチェンジ

再確認
　　学生と社会人の違い
　　 必要なマナー、自身が実現したいこ

と
・第一印象の大切さ
　　身だしなみ、姿勢、表情、態度

・ ビジネスコミュニケーション
　　挨拶、お辞儀、
　　名刺交換、電話応対 等
・仕事の進め方
　　指示の受け方、
　　報連相　等
・マインドを整えるヒント

会　場：岩手県法人会館
定　員：先着 40 名
受講料：無料

7 もりおか通信 2026・4

（左）久慈竜也税制委員長
（中）内舘茂市長　（左）淺沼晃会長

盛岡市 令和7年 11 月 17 日（月）

（左）武田哲市長
（右）木村昭仁支部長

滝沢市 令和7年 11 月 21 日（金）

（左）佐々木孝弘市長
（右）髙橋守支部長

八幡平市 令和7年 12 月1日（月）

税制改正に関する提言

（左）佐々木盛雄支部長
（右）熊谷泉町長

紫波町 令和7年 11 月 14 日（金）

（左）高橋昌造町長
（右）竹花寛幸支部長

矢巾町 令和7年 12 月1日（月）

（左）猿子恵久町長
（右）髙橋憲功前支部長

雫石町 令和7年 11 月 26 日（水）

（左）佐々木光司町長
（右）中村祐紀支部長

岩手町 令和 7 年 12 月 5 日（金）

QR コードからも申込できます▶
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開 催 事 業

支 部 事 業
雫石支部

新春記念講演会
開催日：令和8年1月15日
講　師：ふじポン　氏
　　　　（岩手にこだわる地元タレント）
会　場：雫石町中央公民館
　　　　出席者：67名

都南支部
新春講演会

開催日：令和8年1月28日
講　師：…吉田　晃　氏…

（盛岡神子田朝市組合長理事）
会　場：都南文化会館キャラホール
　　　　出席者：27名

滝沢支部
令和8年度税制改正セミナー

開催日：令和8年2月3日
講　師：福山　和麻　氏
　　　　（盛岡税務署）
会　場：滝沢市商工会館
　　　　出席者：10名

西根・安代支部
合同経済講演会

開催日：令和8年2月3日
講　師：片山　健也　氏
　　　　（前ニセコ町長）
会　場：新安比温泉静流閣
　　　　出席者：54名

流通センター支部
税務セミナー

開催日：令和8年2月3日
講　師：楢山　直孝　氏
　　　　（智創税理士法人…盛岡事務所）
会　場：ラポール盛岡
　　　　出席者：16名

経営セミナー
開催日：令和8年1月21日　出席者5名
講　師：…村山　寛樹　氏…

（㈱ライフデザインラボ　…
代表取締役）

演　題：若手・中堅社員定着対策

経営セミナー
開催日：令和8年2月12日　出席者16名
講　師：…福山　和麻　氏…

（盛岡税務署　統括国税調査官）
　　　　…宇都宮　美和子　氏…

（もみじ社労士オフィス　代表）
演　題：年収の壁　徹底対策セミナー

中小企業セミナー
開催日：令和8年2月13日　出席者15名
講　師：林　忠史　氏…
　　　　（㈱マスエージェント　代表取締役）
演　題：経理の実力ステップアップセミナー

決算説明会
開催日：令和8年2月19日　出席者6名
講　師：石川　潤平　氏
　　　　（盛岡税務署）
演　題：会社の決算・申告の義務

経営セミナー
開催日：令和8年1月27日　出席者2名
講　師：…池田　有美　氏…

（行政書士事務所ＵＭＣサポート…
代表行政書士）

演　題：人手不足対策

確定申告書の見方・書き方
開催日：令和8年2月10日　出席者2名
講　師：石川　潤平　氏
　　　　（盛岡税務署）
演　題：法人税のあらましと申告の手引

145号 2026年 春号 令和8年4月1日発行　発行／公益社団法人盛岡法人会　〒020-0045　盛岡市盛岡駅西通一丁目3-3
発行人／淺沼　晃　TEL：019-654-4955　　FAX：019-651-4055　　http://iwate-ho.jp/morioka/

年会費口座振替サービス
利用のお願い

　盛岡法人会では、会員皆様の利便性
向上を図るために令和 6年度より年
会費口座振替サービスを導入しており
ます。令和 8年度の口座振替日は 5
月 27日です。
　お手続きがお済でない会員の皆様
は、ぜひご利用下さいますようお願い
申し上げます。
　口座振替をご希望の方は、事務局
（TEL：019－654－4955）までお問
い合わせください。
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